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SÉMINAIRE OUVERT PERMANENT 

février! 2007!  No.27-46 

『セミネール通信』 フリーペーパー版 2007年 2月号 

発行 EUROCLINIQUE 編集 ユーロクリニーク文化部 榊山裕子 

tel: 042-308-7637! ! E-mail: ys@euroclinique.com 

メールマガジン版もあります。E-mail: seminaire@mac.comまでお申し込み下さい。 

Information 
◇ 2 月のマンスリー連続対談は現代美術界の鬼才、会田誠氏をゲストにお迎えいたします。 
 

関連公式サイト 

◇ 精神分析医 藤田博史の公式サイト   http://www.foujita.com 

◇ ユーロクリニーク公式サイト     http://euroclinique.com 

◇ ユーロクリニーク文化部ブログ    http://eurodc.exblog.jp 

◇ クレマスター公式サイト       http://cremaster.vis.ne.jp 

 

『セミネール通信』入手方法 

『セミネール通信』フリーペーパー版は、日仏会館(東京・恵比寿)、ストライプハウスギャラリー(東京・六本木)、東京ランダムウォーク六本木店
(東京・六本木)、ギャラリー・ノンク・プラッツ(東京・府中)、クレマスター(東京・新宿)、ユーロクリニーク(埼玉・所沢)に置かれています。 
ユーロクリニーク文化部ではフリーペーパー版の郵送及びメールマガジン版の配信を受付けております。 
詳細はユーロクリニーク文化部(tel:042-308-7637)までお問い合せください。  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     
       日時：2007年 2月 15日(木) 19:00～22:00      定員：10名  入場料：2000円(1ドリンク付) 
    場所：カフェ・バー『CREMASTER(クレマスター)』2階  東京都新宿区歌舞伎町 1-1-5 花園ゴールデン街 
    ご予約・お問い合せ：EUROCLINIQUE ユーロクリニーク文化部 tel:042-308-7637(10:00~19:00) 
                           CREMASTER クレマスター  tel:03-3203-3620 (19:00~23:30 祝祭日を除く) 
 

            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇2月のマンスリー連続対談は 

美術家の会田誠氏をお迎えします 

テーマは｢無題｣です（詳細は p.8） 

◇公開セミネール「心的構造論」は 

2月から新テーマ「ラカン的精神分析
入門」がはじまります 

◇「ヨーロッパ美術紀行」(p.6)は昨年
６月新設されたパリのケ・ブランリ
美術館 （ジャン・ヌーヴェル設計）
の話題です 

写真：セミネール風景（上）、パリ・カルティエ現代美
術財団（中）、ケ・ブランリ美術館（下）いずれもジャ
ン・ヌーヴェル設計 
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公開セミネール『心的構造論』 
藤田博史（精神分析医） 

第 47 回第 47 講 

2007年 2月 10日（土） 13 :30-16 :30 

会場：日仏会館 509 号室    聴講料:1000 円 

ラカン的精神分析入門 

「女性的マゾヒズムと死の欲動」 
日仏会館  東京都渋谷区恵比寿 3-9-25  JR恵比寿駅東口から「動く歩道」経由で徒歩 10分 

主催：ユーロクリニーク            協賛：ドール・フォーラム・ジャパン 
問合せ先：ユーロクリニーク文化部  TEL: 042-308-7637  E-mail: ys@euroclinique.com 
 公開セミネールは毎月 第 2土曜日 午後 1時 30分～4時 30分に東京・恵比寿の日仏会館で 

   開催されています。経歴、資格は問いません。どなたでも自由に参加いただけます。 

詳細はユーロクリニーク文化部までお気軽にお問い合せください。 

SÉMINAIRE OUVERT PERMANENT 
FUJITA,Hiroshi (psychiatre-psychanalyste) 

Le 47ème SÉMINAIRE samedi 10 février 2007------13h30-16h30 

SALLE#509 DE LA MAISON FRANCO-JAPONAISE 

Frais de participation :1000yen  LA MAISON FRANCO-JAPONAISE 

présenté par  

EUROCLINIQUE  
DIVISION CULTURELLE 

Information:Tel 042-308-7637 

 

発行 

EUROCLINIQUE 
編集 

ユーロクリニーク文化部 
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Le 46ème SÉMIINAIRE  

第 46回第 46講「精神病の構造的治癒理論とその治療技法(34)」より 

samedi 9 décembre 2006       2006年 12月 9日(土) 日仏会館(東京・恵比寿) 

（『セミネール断章』は、公開セミネールのご紹介として、講義より抜粋して掲載しています） 

  

 

 

  

 

 
 

 

幻 想
ファンタスム

の式 $ ◇ a  (註1)  
 
 「精神分析的な見方って何ですか？」 
というような質問をされた時に、わたしの心の中にあるのは
「幻想の式」です。人間のファンタスムの構造つまり「幻想 
の式」が頭のなかにあれば色々な人間の営みの基本構造が見 
えてきます。 
 

チャート式ラカン派精神分析（笑）。 $  ◇  a     

ポワンソン◇の中身を書くと、    $ーS1ーS2ーa 

その中身を言い換えると、           $ーΦーAーa  

となります。これらの式は言ってみれば 

精神分析における親鍵 passe-partout のようなものです。 

 

 

註1)  $ ◇ a というよく知られた式があります。 

 フランス語でエスバレ・ポワンソン・プティタ、エスは主
体 (sujet)、ただし斜線をひかれている ($  sujet barré)とい
う記号です。われわれが知りたくても知りえないところに葬
り去られた主体が、何かを求めているという記号です。プテ
ィタ(petit a、英語ではsmall a)は、フランス語の amour、
愛です。斜線を引かれてこの世から抹消された主体が愛を求
めているという構図です。これが言葉を話す人間の全ての営
みに共通するベクトルです。これを「ファンタスム 
fantasme」、日本語では「幻想」と言います。 

◇ はラカンが精神分析に導入したポワンソン(錐印) 
(◇, poinçon)という記号ですが、これはいってみれば永遠に
邂逅することの無い二項の運命を表わす印です。 
 
参考図書(『人形愛の精神分析』青土社刊) 

SÉMINAIRE OUVERT PERMANENT 

公開セミネール『心的構造論』より 

「セミネール断章」  

講義 藤田博史   編集 榊山裕子      

2006年12月9日公開セミネールの概要 

 

!  世界の切り分け方  (13:30～14:30) 

フランスと日本の住所表記 → 道路中心と建物中心 → さまざまな世界の切り分け方  →言語論的な世界の切り
分け方と地図の世界の切り分け方 → 差異と実質 → シニフィアンとサンブラン  → シニフィアンの連鎖と日本
的な文化における「居心地の悪さ」→フロイト「文化の居心地の悪さ」→ 母と子、子にとっての居心地の悪さと
は → フロイト「第2の局所論」と超自我 

 

!  精神分析の数 学 化
マテマティザシオン

～幻 想
ファンタスム

の式／ボロメオの輪／補填～について (14:30～16:30) 

精神分析的な見方とは？ → ラカンの 幻 想
ファンタスム

の式 $ ◇ a → ４つの言 説
ディスクール

（主人、ヒステリー、大学人、精神
分析家の言 説

ディスクール
）→ 精神分析の 数 学 化

マテマティザシオン
→ トポロジーの 数 学 化

マテマティザシオン
 → （休憩） → ボロメオの輪 → 

象徴界・想像界・現実界 → 意味・ファルス享楽・他者の享楽 → 三つ葉の結び目 → 「制止・症状・不安」

→ 仮説としての 数 学 化
マテマティザシオン

 → 補填 → 補綴 → 相対化される｢真理｣ 
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 ４つの言 説
ディスクール

 quatre discours 
 
 「幻想の式」からラカンのいう「四つの言説」をつくり出
すことが出来ます。 
 「四つの言説」とは、ヒステリー、分析家、大学人そして
主人の言説、です。 
 「幻想の式」を知っていれば四角形を回転させて、四つの
言説の基本構造を得ることが出来ます。  
 

その分野においては素晴らしい人、その先生は何を目指して
いるのかというと知の構築を目指している。S2を目指してい
るということです。 
 $が無意識の主体、S1がファルス（Φ）、S2が知 savoir 、
a が究極の対象。それにしてもこの究極の対象とはいったい
何でしょうか？たとえば「愛 amour」であったり、「死」
であったり、「取るに足らないもの」であったりします。わ
たしたちの幻想はこの究極の対象の、いわば引力によってベ
クトル化しているのです。 
 
聴講者「主人の言説というのが今ひとつよくわからないので
すが・・・」 
 
 主人の言説は、｢命令形 impératif｣です。主人の言説とは
まさに弟子たちを前にしてその効力を発することが出来るよ
うな、命令法によって物事がすすみ、知を支配していくよう
な言説です。 
 たとえば「お前駄目じゃないか、そんなことやってたら。
刀はこうやって打つんだよ」と弟子に伝授する刀鍛冶。 
 だから往々にして分析家の言説と主人の言説が混同されて
しまいます。ラカンが大教室で語っている時、こう（S1→S2）
だと思い込んでしまうことがある。講義を聴いている人はラ
カンに命令されている感じになってしまう。S1がS2に働きか
ける。そうするとS2が今度は動因 agent となるというよう
な。動因 agent、対象 objet・・・対象という言い方はしな
いかもしれませんが・・・産物 produit、抑圧されたもの 
refoulé、何かが何かに働きかけて、その働きかけたものの場
所に何かが生じる。その何かが生じることによって働きかけ
たものの無意識のなかに何かが抑圧されるという一連の流れ
が生じる。その抑圧された構造をもとにしてまた何かが何か
に働きかける。 
 

数 学 化マテマティザシオン mathématisation について  

 
 自分が何でなければならないか。ヒステリー症者そのもの
は無意識の主体です。ふと我にかえると何をしていたか覚え
ていないような主体。分析家の場合は自分が愛であり死でな
ければならない。大学人は自分が知識の塊でなければならな
い。主人は自分がファルスでなければならない。つまり命令
の発信元でなければならない。 
 人間の幻想の式というのは非常によく出来ていると思う。
数学としての明快さがそこへ導入されている。これは閉じこ
もってフロイトの著作を何度も何度も精読したラカンだから
こそ生み出すことの出来たひとつの産物です。まさに精神分
析の数学化（マテマティザシオン）です。そして数学的な式
を構築するための要素をマテーム mathème と呼ぶ。この用
語はラカンによって言語学の音素 フォネーム phonème か
ら類推された造語です。一応、我々精神分析家の間では統一
して「数学素」と呼ぶようにはしていますが、｢学｣という字
がちょっといただけないという見方もあるので、そのまま「マ
テーム」と翻訳したりしています。    
 マテマティザシオンはこのような幻想の式に留まらず、 
一般実用科学の流れと同様、精神分析理論の様々な考え方を
シンプルに表現してくれます。ご存知のように晩年のラカン
は空間的な位相の問題つまりトポロジー的な考え方を人間の
幻想の構造の中に持ち込みました。そしてさらに扱いにくか
った性の欲動、死の欲動、ファルス的享楽、他者の享楽、精
神病、躁鬱病、パラノイアなどを位相関係の中に生じる病理
として表現しました。このトポロジーのお話を休憩を挟んで
おこないましょう。 
 
 

幻想の式 formule du fantasme 

   $   → S1    →     S2 → a 

            Φ          A 

 無意識の主体  ファルス         知  究極の対象 

  

４つの言説 quatre discours                                                        

＊ 回転させて・・・    S1 → S2 

              ↑   ↓ 

              $  ←  a 

  主人の言説         ヒステリーの言説    分析家の言説 

 S1 → S2      $ → S1    a → $ 

 ↑    ↓       ↑   ↓     ↑   ↓ 

 $  ←   a          a  ←  S2        S2  ← S1  

 

大学人の言説              動因            対象（他者） 

                   agent    →       objet (autre) 

S2   →  a        ↑               ↓  

↑     ↓    refoulé (vérité)  ←        produit (production)  

S1   ←  $   抑圧されたもの（真理）        産物（生産） 

    

                         精神分析行為にとって重要なのはいうまでもなく分析家
の言説です。対象 a  objet petit a として話しかけること。
この言説はその性質上、時に、傲慢、非情、無関心、ささい
なこと、のように耳に響いてきます。これは精神分析的なタ
クティクス、より正確にいうなら一つの賭け pari です。皆
さんの自我に話しかけているのではなく、皆さんの無意識に
対して、皆さんについて、話している。ヒステリーの言説は
非常に興味深い。精神分析の生みの親はこのヒステリーのデ
ィスクールだといっても過言ではありません。無意識の主体
が一番目のシニフィアン（S1）を望んでいる。一番目のシニ
フィアンとは取りも直さずファルス（勃起した男根）のこと
です。無意識のうちにファルスの代理物を欲望している。 
 大学人の言説、大学という知識の府のなかに生息しているう
ちに世間に出ることが出来なくなり、知の堂々巡りのなかで
しか呼吸しなくなってしまった金魚鉢の中のような言説。知
のための知、という恐るべき正当性（もしくは居直り）がこ
こにあります。真理の上にゴミの山のように知が堆積してし
まって真理はそこへ埋もれたまま、自分でもいったい何を溜
めているのかわからなくなる、いわば知でできたゴミ御殿で
す (笑)。 
 
聴講者「でもわたしの尊敬する先生は、これは知を愛してい
るということだ、とよく言っていました」 
 
そうです。それがフィロソフィ（「愛」を意味する philo- 
＋「智」sophia ）ですから。「知を愛する」というのはあ
る意味で主人の言説です。その先生は主人なのでしょう。 


